
土木学会選奨
土木遺産登録記念展

この井戸は、三重大学の前身の一つである三重高等農林学校が現在地に設置された際に低

湿地、塩害地であった土地を改良するために教官と学生が協力して大正13年に築いたものであり、

現在も実験圃場への灌漑設備として活用されている
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平成28年度土木学会 選奨土木遺産に選出されました

三重大学が上浜キャンパス内に所有・管理している井戸が「三重髙等農林學校農場の給水井戸」と

して、平成28年度土木学会選奨土木遺産に選出されました。

この井戸は、三重大学の前身の一つである三重高等農林学校が現在地に設置された際に低湿地、塩

害地であった土地を改良するために教官と学生が協力して大正13年に築いたものであり、平成28年現

在も実験圃場への灌漑設備として活用されています。

現状(平成２８年)

「三重髙等農林學校農場の給水井戸」

（翠の小径内に位置しています）

大正１３年当時

平成28年度は24件が選出され、他にも以下のものがあります。

・旧網走線開業時の鉄道施設群(北海道陸別町、本別町)
・・・本別川橋梁(1908(明治41)年架設)、陸別駅転車台(1910(明治43)年設置)

・鳴子ダム(宮城県大崎市)1957(昭和32)年完成

・宮川堤(三重県伊勢市)17世紀～18世紀

選奨土木遺産とは

土木学会選奨土木遺産の認定制度は、土木遺産の顕彰を通じて、歴史的土木構造物の保存に資する

ことを目的として平成12年度に創設されました。毎年20件程度選奨しており、現時点では347件が

選出されています。

土木学会としては、その結果として、

１．社会へのアピール

（土木遺産の文化的価値の評価、社会への理解等）

２．土木技術者へのアピール

（先輩技術者の仕事への敬意、将来の文化財創出への認識と責任の自覚等の喚起）

３．まちづくりへの活用

（土木遺産は、地域の自然や歴史・文化を中心とした地域資産の核となるものであるとの認

識の喚起）

４．失われるおそれのある土木遺産の救済

（貴重な土木遺産の保護）

などが促されることを期待しています。


